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画文常神獣鏡

(大須二子山古墳)

明
治
大
学
博
物
館

高

山

大

学

者

古

・

明
治
大
学
博
物
館
と
南
山
大
学
人
類
学
博
物

度
よ
り
博
物
館
同
士
の
交
流
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
特
別

展
は
、
そ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
明
治
大

学
を
会
場
と
し
て
南
山
大
学
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
考
古

・
民
族

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

一
堂
に
展
示
し
、
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

の
魅
力
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
高
山
大
学
に
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
考
古
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
ジ

ェ

ラ
ー
ド

・
グ

コ
ー
ト
や
ヨ
ハ
ネ
ス
　
マ
ー
リ
ン
ガ
ー
に
よ
り
残

さ
れ
た
考
古

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
■
智
大
学
に
よ

っ
て

収
条
さ
れ
た
タ
イ
北
部
山
地
の
民
族
資
料
や
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
民
族
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
料
梓
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
大
学
に
よ
る
発
掘
と
そ
の
出
■
品
に
ゆ
か
り
の

あ
る
資
料
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

［展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト
一

２
０
１
１
年
度
明
治
大
学
博
物
館

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

交
流
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『ヨ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再
生
―
―
資
源
化
さ
れ
る
博
物
館
資
料
』

２
０
１
２
年
１
月
２．
日
（上
）

時
間

拘
時
　
１６
時
３０
分
（受
付
は
９
時
３０
分
―
）

会
場

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
０
０
周
年
記
念
大
学
会
館
８
１
会
議
三

申
込
不
要

参
加
費
無
料

基
調
報
と
呈
文
化
の
☆
源
化
と
文
化
の
後
興
』

加
藤
隆
浩
痛
山
大
邑

報
とロ
ー
「収
蔵
庫
を
グ発
掘
マ
す
る

―
次
城
県
に
叫
■
四
■
墳
の
い
雑
理
■
例
４
色

忽

那

敬

三

覇

ム
ね
大
学
博
物
里

報
と日２
『大
学
・地
域
博
物
館
の
迅
携
と
，
レ
タ
ン
ョ
ン
の
文
化
資
源
化

―
Ｉ
Ｇ

グ
ロ
ー
ト
神
変
の
コ
レ
タ
ショ
ン
を
”
心
と
し
て
一

領

塚

正

浩

言

川
考
古
博
物
営

報
告
３
「旧
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
初
期
克
集
資
料
の
再
評
価
』

日

比

住

代

子

扇

よ
ね
大
学
博
物
饉

報
告
４
『氏
族
誌
資
料
に
よ
る
文
化
表
象
と
再
充
脈
化
』

黒
沢

浩
胃
山
大
量

討
論

＼
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や熊贈寝        F

鰈
〔アクセス〕
」R御乗ノ水駅から従歩5分
地下鉄仰奏ノ水駅(丸フ内凛)お`ら徒歩8分
地下芸新御奏ノ水釈(子代由線)から従歩3分
地下鉄神保町駅(■残門線 新宿線 三日線)から住歩10分
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